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17. 民 言舌 (5) 

私は石狩に住む 女です 

( 下口人の夫をもった 石狩の女の話 ) 

短 い のを話す ょ ，簡単な・簡単すぎて ， こまごまと詳しいことは 言わないで 

話すの・ これ ( マイク ) に向かって話すから   

私は石狩に住む 女です・ シナ の木の皮を剥いで 絹をかつて，和人のところへ 

背負って行っては ， 米 と交換して来て ， それを食べていました・ どうしてこの 

ようにひとりでいたのかわかりませんが ，気がついたら ，私は， だれもいない 

家に，行器や 宝器や宝刀が ， 家 いっぱいにあ る，古い家にいたのでした・ 私は 

シナ の木の皮を剥いで ，縄をなって ，売ります・ 木口人のところへ 背負って行き 

ますと，いろいろな ，木口入が食べる 食べ物，上等な 食べ物と交換して ，それを 

食べながら暮らしていました・ ところが， あ る日， 

「シナの木の 皮を剥ぎに， /h 、 鍋や食べ物を 背負って， 泊まりがけで 山へ行 

ったら， たくさん シナ の木の皮を背負って 来られるから」 

と 思いましたので ，泊まりがけで 山 へ 行きました・そして 私の家からずっと 離 

れて行って，泊まろうと 思うところに ， ホ のこずえに小さな 鍋も， 白米も結び 

つ けました   

「晩にそこに 泊まりましょ       

と思いましたから ，柴木を集めて ，置いて，それから シナ の木の皮を一生懸命 

剥ぎました・ 

「日が暮れたら ( 木から剥ぎ取った ) 皮を ( 外皮と内皮に ) 剥ぎ ( 分け ), 一晩 

中皮を剥いで ，明日背負って 帰りましよう」 

と，思いましたから ，それから精を 出して ( 木から皮を ) 剥ぎ続けて， もう日暮れ 

になりました・すると ， あ の，私が泊まろうと 思っていた場所に ， カラス， 沢 

凹め カラスが集まって ，そして，あ の私の白米をつっついて ，ばらぼらに 散ら 

かしています． 

晩に私が食べようと 思っていたものが ，全部散らかされている 有様でした・ 

それから私は 泣きながら大声でどなりつけました・ 棒を振り回しながら 大声 
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で 叱りつけても ， なおいっそう 沢山のカラスが 集まってきます・そして ， あ の 

小鍋も落とされてこわれ ， あ の白米も散らかされてしまいました・ 

「もう晩になったのに ， 何を食べましょう ? これでは，どうして 一晩をす 

ごしたらいいのかしらも 

と思いました・ 

腹 立たしく思いながら 山を下って行きましたところ ， その小さい鍋も 傷まな 

いでそのままあ って，白米もそのままで ， カラスも 1 羽も V へ た形跡があ りませ 

ん． 

ま ぼろしを見たのでした・ 

それから，その 場所に泊まるのも 恐ろしいので ，その場所からぼ か のところ 

に 適当な場所をさがしましたところ ， 根 こそぎ倒れている ，大きな太い 木，葉 

がいっぱいついた 木があ りましたが，その 葉がいっぱいついた 木のこずえのと 

ころに泊まったら ，実にいいあ ん は いらしく， その辺を歩き 回りますと， そう 

した様子ですから ，それから，その 葉のいっぱいついた 木は，夏に倒れた ，葉 

のいっぽいついた 木ですから，葉も 乾き，木も乾いていたのを ，私は木を切 っ 

て 切って，天をこがすような 大きな火をたいて ，それからさっきの 私の シナ の 

木の皮を背負ってはどんどん 運んで来て，火のそばにいっぱい 積んで，それか 

ら炊事をして 食べました・ 

そしてそれからまた ，皮をむいていましたところ ， さっきの，シナの 木の皮 

を剥いでいた 場所に，星のようなものがふたつ ，交互に上がったり 下がったり 

しているのが 見えました・ 

熊を，暗いとき 見ると， こんなふうなのだと 噂に聞いていましたが ，星がふ 

たつ，交互に 上がったり下がったりしているように 見えるの ほ ，覚悟をきめな 

ければならないほど 危険なことなので ，それから，その シナ の木の皮の， かす 

の部分の皮がたくさん 山になるくらいあ ったのですが ，その大きく 燃えている 

火の上にその 皮をぽっと投げますと ，火が スッと 消えました・ 

ですから，そのたいた 火のそぼに折れ 木があ るのですが， 私は 着物を サツと 

脱いで，その 折れ木にその 着物を着せ，人が 座ったようにして 置いて，それか 

ら暗いうちに ，ただ下着 1 枚だけ着て，走って ，石狩川は水が 少ない時は沢ぐ 

らいで，水が 多くなると沼のような 大きな川になるのでしたが ，その時は川が 

水がなくなって 仮のようになっている 時でしたが，私は 川を歩いて渡って ， 向 

こ う岸へ 上がったのでした   

もう秋口で ， 寒い時期ですから ，着ている物がバリバリ 凍って，下着 1 枚 し 

一 77 一 



earmour@takup@ami@hine@anontom@ta ， auni@un@hosipian@ka@sitoma@p@ne 

kusu ， oro@ un@ harkika@ eyyok'an@ tono@ else@ or@ un,@ pasan@ kane@ terkean 

kane ， hawsikurkaottean@kor@arpaan@hine,@yayasuranian@akusu,@tono@utar 

iyamkir@pe@ne@kusu,@uhopunpare, 
  "@mak@eyki@hawean?@" 
sekor@haweoka@hike ， 

"@tapne@kane@ne@wa@kiraan@ruwe@ne@na@" 
sekor@ itakan@ akusu ， nerok@ tono@ utar ， uhayokkoturpa ， teppo@ kor@ utar 

uwekarpa ， 

10  h, @ne, 
  "@nani@tane@sittumupekere@kane@sirpeketterean@na@" 

sekor@haweoka@kor@tane@sirtumupekere@kane@kor,@auni@un@(pap)@aturapa 
hine ， auni@un@payean@ruwe ， iyos@ek@pe@ne@aan@hine,@nea@cise@kiritek@kane 

an@a@sintoko@ka@akorototpa@su@ka@akorototo ， aehotkehi@citarpe@ani@akar 

is@pe@ne@a@nerok@Ctarpe@utar@ka@tup@ne@rep@ne@atuypatuypa ， aunihi@ne@a@p 

anak@acarpacarpa ， asitoma@no@sirkaran@ruwe@aim1'@ orano@oro@ta ， poro 

paraparak'an@kor,@cisan@akusu ， tono@utar@ene@haweoka@hi, 
"@(e)@eunihi@anak@(is@ ， ・・ eot)@oro@ta@ean@somo@ki@yakka ， auni@soyke 

ta@ cise@ akar@ wa@ pirka@ eyorot@ eki@ kus@ ne@a(y)eipere@kus@ne@ na@iteki 

    CIS     

sekor》u｝ika〔uni｝〉e｝ika〔uni｝（yepakasnupa ， 

orowaun ， oro@ta@kimatek'an,@ nipeskep'an@ uske@ un@ suy@ituraan@hine 

arpaan@akusu ， nea@ekayni@aehusi@wa@ahoppa@a@amipa@p@apetpapetpa,@nea 

akor@ape@ka@acarpacarpa@hine@ora@kimosma@okake@an   

2% 0 で ano n る a auni ta ona ka ako で unu ka ako で wa kus Ⅰ asi sin 正 Ⅰ tcise@ 

pirka  cise  tomo  (aoyaysikarun)  aeyaysikarun  awa, 
  ene@sinrit@kor@pe@aperpa@ruwe@an@hi@an@" 

sekor@yaynuan@orano ， paraparak ， an@akusu ， akor@tono@utar@tu@pirka@kuni 

p  Ⅱ epirkakunipiyepakasnu   

  Ⅱ tono kotanta eyo て o え yakka pl Ⅰ ka lyo で ot ekl kunI@ eype easkay 

l) anukar く 見た ) と 言うつもりだったかもしれない   

一 78  一 



か 着ないで，夜中に 家に帰るのも 恐ろしいものですから ，それから，縄を 買っ 

てもらっている 和人の家へ，一目散に 走って，オイ ，オーイ と 叫びながら行 

きました・そして 訴えますと，和人たちは 私を知っているものですから ，起き 

出して， 

「いったいどうしたのかい㍉ 

と 言いましたが ， 

「こういうわけで 逃げてきました」 

と話しますと ，その和人たち ほ 武装し，鉄砲を 持った人々が 集まりました   

そして， 

「じきにもう 夜が明けて，明るくなるのを 待つから」 

とかんなは言いました・ 夜が明けると ，私はみんなと 一緒に ， 私の家へ行きま 

した・みると 私のあ とから来たらしく ，その家いっぱいにあ った行器も粉々に 

こわされて，鍋も 粉々にこわされており ，私の寝床はござで 作ったものでした 

が，そのござもふたつにもみ つ つにもちぎれて ，私の家だったものは ，ばらば 

らに散らかされ ，恐ろしい光景になっていることを 聞いて， 私は， その場で， 

大声でわあ わあ 泣いていますと ，木口人たちがこう 言いました， 

「あ なたの家 は ，そこにあ なたが住まなくても ，私たちの家のそばに ，家を 

作ってあ げるから， 仲良く一緒に 暮らそう・ 食べ物も食べさせてあ げるか 

ら，泣くのをやめなさい」 

と ， よいことをふたつも めつ つも言ってなだめてくれました・ 

それから，私が 恐ろしい思いをした ，シナの木の 皮を剥いでいた 場所に， ま 

たみんなに伴われて 行きますと， あ の折れ木にかぶせて ，置いていった 私の着 

物が ビリビリ に裂かれ， あ の，私がたいた 火も散らかされ ，それから， 山 へ逃 

げていった跡があ りました・ 

それからその 私の家に，私の 父も母もいたからこそ ，先祖の家，立派な 家の 

中で，私はものごころついたのでしたが ， 

「こんなふうに 先祖の持ち物がこおされてしまったんだわ」 

と思って，わあ わあ 泣いていますと ，和人方がよいことをふたつも めつ つも言 

ってなだめてくれました． 

「和人の村に 入っても， あ なたがかんなと 仲良く幸せに 暮らせるように ， 
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あ なたが食べていけるようにしてあ げるから」 

と私に言いながら ，和人の家へ 私を連れて行って ，和人の女が 着る着物，和人 

の女がつける 美しい時も ， 私につけさせてくれました・ 

きれいな小さい 家を和人の家の 前に作ってもらって ， そこに私は住みまし 

た」． 

「これからは ， 縄をなわなくても ， 山歩きをしなくても 食べられるように 

してあ げるから」 

と言われて，すてきな 若い和人の夫を 与えられ，和人の 夫を持って，和人の 家 

の前に住んで ，和人との間に 子供ができたのですから ，美しい和人の 子供のよ 

うな子供がたくさんできましたけれど ， 私はアイヌの 女で， あ とから入った ， 

和人の村に ， 入れてもらったのですから ，私の息子たちがでしやばったり ，私 

の娘たちがでしやばったりすると ， 

「お双はアイヌの 子だぞ」 

と悪口を言われるから ，決してでしやばらないでつつしみ 深くおつき合いしな 

さい． 

と 立派な奥様が 言いました   
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